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1.  平成22年8月期第3四半期の連結業績（平成21年9月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年8月期第3四半期 553 △57.3 △347 ― △384 ― △361 ―
21年8月期第3四半期 1,297 △31.7 △684 ― △730 ― △1,051 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年8月期第3四半期 △4,250.30 ―
21年8月期第3四半期 △17,443.16 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年8月期第3四半期 426 277 65.2 2,727.61
21年8月期 813 486 59.8 7,952.67

（参考） 自己資本   22年8月期第3四半期  277百万円 21年8月期  486百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年8月期 ― ― ― ― ―
22年8月期 ― ― ―
22年8月期 

（予想） ― ―

3.  平成22年8月期の連結業績予想（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 841 △46.5 △260 ― △286 ― △237 ― △2,655.10



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注記事項について
は、４ページ「定性的情報・財務諸表等３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年8月期第3四半期 102,240株 21年8月期  61,519株
② 期末自己株式数 22年8月期第3四半期  372株 21年8月期  372株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年8月期第3四半期  85,060株 21年8月期第3四半期 60,295株



   

当第３四半期連結会計期間における世界経済は、金融危機による景気後退の中、各国政府による緊急経済対策や金

融緩和により一部の地域では改善の兆しが見られたものの、不安定な雇用情勢や設備投資の抑制など、回復力の乏し

い状態で推移しました。 

また、国内経済は、円高やデフレ傾向の強まりなど、中長期の景気動向は依然として不透明かつ厳しい状況が続い

ております。  

当社グループを取り巻く環境といたしましては、携帯電話を利用した様々なサービスが増加していく中、成長分野

と成熟分野が明確になりつつあり、サービス提供事業者間の競争激化による差別化のため、より高度なソリューショ

ン提供が要請されている状況にあります。 

このような環境の中、当社グループといたしましては、当第３四半期連結会計期間におきましては、第２四半期に

決定し着手した黒字体質に向けた収益構造の大規模な転換に取り組むための、徹底したコスト削減による経営合理化

策により、販管コストを大幅に削減することができましたが、一方、売上は計画の遅れにより未達となっておりま

す。 

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は148百万円（前年同四半期比55.1％減）、経常損失は108百万円

（前年同四半期は経常損失210百万円）、四半期純損失は137百万円（前年同四半期は四半期純損失268百万円）となり

ました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

（システムソリューション事業） 

システムソリューション事業につきましては、当社グループの主力セグメントであり、当事業につきましては引き

続き、稼働率の向上や効率的な開発体制の構築に取り組んでおります。 

 この結果、当第３四半期連結会計期間における当事業の売上高は140百万円（前年同四半期比34.5％減）、営業利益

は22百万円（前年同四半期は営業利益32百万円）となりました。 

  

（プロダクツ事業） 

プロダクツ事業につきましては、当第３四半期連結会計期間におきましては、新たな展開は行わず、第１四半期に

開発したハードウェアプロダクトの追加開発にとどまりました。 

この結果、当第３四半期連結会計期間における当事業の売上高は４百万円（前年同四半期比39.1％増）、営業利益

は0.4百万円（前年同四半期は営業利益１百万円）となりました。 

  

（コンサルティング事業） 

コンサルティング事業につきましては、当社グループのポジショニングを維持していく上で、売上高そのものより

も戦略的に重要なセグメントであるとの認識において展開を行っております。 

この結果、当第３四半期連結会計期間における当事業の売上高は0.3百万円（前年同四半期比86.5％減）、営業損失

は１百万円（前年同四半期は営業利益0.1百万円）となりました。 

  

（サービス事業） 

サービス事業につきましては、当社グループの将来的な重要セグメントとなる認識を持っており、テストラボ及び

ＡＳＰサービスを中心に安定した収益基盤とさせるべく展開を行っております。 

この結果、当第３四半期連結会計期間における当事業の売上高は３百万円（前年同四半期比96.8％減）、営業損失

は１百万円（前年同四半期は営業損失53百万円）となりました。 

  

  

  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間

末に比べ70百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末には、77百万円となりました。 

また、当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果使用した資金は62百万円(前年同四半期は98百万円の使用)とな

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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りました。 

 これは主に売上債権の減少25百万円等の増加要因があったものの、税金等調整前四半期純損失132百万円等の要因に

よるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は１百万円(前年同四半期は71百万円の獲得)とな

りました。 

これは主に無形固定資産の取得による支出１百万円の減少要因によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は６百万円(前年同四半期は29百万円の獲得)とな

りました。 

 これは主に長期借入金の返済６百万円の減少要因によるものであります。 

  

  

平成22年４月５日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりませんが、修正が必要と判断した場合に

は、速やかにお知らせします。 

  

 該当事項はありません。 

  

１. 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２. 棚卸資産の評価方法 

   棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切り下げを行う方法によっております。  

３. 固定資産の減価償却費の算定方法 

   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

４. 経過勘定項目の算定方法 

   合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。  

  

会計処理基準に関する事項の変更 

 受注制作のソフトウエア開発に係る収益及び費用の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しており

ましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号 平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会

計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間より適用し、

第１四半期連結会計期間に着手した受注制作ソフトウエア開発のうち、当第３四半期連結会計期間末までの進捗

部分について成果の確実性が認められる契約については工事進行基準(ソフトウエア開発の進捗率の見積りは原

価比例法)を、その他の契約については工事完成基準を適用しております。 

  これにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は43,170千円増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失は、それぞれ13,027千円減少しております。  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 77,470 70,403

受取手形及び売掛金 95,258 173,145

仕掛品 13,763 29,615

繰延税金資産 7,817 6,735

その他 17,911 124,398

貸倒引当金 △16,159 △48,973

流動資産合計 196,062 355,324

固定資産   

有形固定資産 18,688 28,084

無形固定資産   

のれん 9,742 12,989

その他 20,255 29,743

無形固定資産合計 29,998 42,733

投資その他の資産   

投資有価証券 153,851 473,339

長期未収入金 147,577 －

繰延税金資産 － 71

敷金及び保証金 15,171 63,977

その他 34,665 6,402

貸倒引当金 △169,660 △156,918

投資その他の資産合計 181,605 386,873

固定資産合計 230,292 457,691

資産合計 426,354 813,015

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,976 7,763

1年内返済予定の長期借入金 24,416 24,770

未払金 14,969 57,959

未払法人税等 8,036 15,258

賞与引当金 15,992 5,999

その他 29,834 42,543

流動負債合計 98,225 154,294

固定負債   

長期借入金 48,523 96,849

繰延税金負債 0 73,402

その他 1,749 2,187

固定負債合計 50,273 172,438

負債合計 148,498 326,733
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年８月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,486,703 3,356,655

資本剰余金 3,755,362 3,625,314

利益剰余金 △6,949,655 △6,588,125

自己株式 △14,554 △14,554

株主資本合計 277,855 379,289

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 0 106,992

評価・換算差額等合計 0 106,992

純資産合計 277,856 486,282

負債純資産合計 426,354 813,015
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 1,297,071 553,648

売上原価 886,160 373,224

売上総利益 410,910 180,424

販売費及び一般管理費 1,095,642 528,225

営業損失（△） △684,732 △347,800

営業外収益   

受取利息 17,376 2,814

その他 1,848 1,747

営業外収益合計 19,224 4,562

営業外費用   

支払利息 2,320 3,727

株式交付費 1,828 1,141

貸倒引当金繰入額 14,654 11,279

支払手数料 46,438 24,779

その他 0 74

営業外費用合計 65,241 41,003

経常損失（△） △730,749 △384,242

特別利益   

投資有価証券売却益 8,498 13,996

関係会社株式売却益 468,981 －

固定資産売却益 7,081 27,931

貸倒引当金戻入額 － 45,446

新株予約権戻入益 696 －

その他 502 －

特別利益合計 485,759 87,374

特別損失   

固定資産売却損 － 258

固定資産除却損 16,377 73

減損損失 53,691 3,333

投資有価証券評価損 106,824 15,441

関係会社株式売却損 8,815 －

たな卸資産廃棄損 11,956 －

たな卸資産評価損 117,977 －

特別退職金 3,219 －

事務所移転費用 6,127 －

事務所移転費用引当金繰入額 13,560 －

貸倒引当金繰入額 471,171 26,423

事務所閉鎖損失 － 6,272

その他 － 7,605

特別損失合計 809,721 59,408

税金等調整前四半期純損失（△） △1,054,710 △356,276

法人税、住民税及び事業税 5,367 6,263

法人税等調整額 △8,342 △1,010

法人税等合計 △2,975 5,253

四半期純損失（△） △1,051,734 △361,530
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 331,057 148,557

売上原価 212,619 95,391

売上総利益 118,438 53,166

販売費及び一般管理費 323,496 150,934

営業損失（△） △205,058 △97,768

営業外収益   

受取利息 7,907 78

その他 △122 443

営業外収益合計 7,785 521

営業外費用   

支払利息 312 631

株式交付費 105 －

貸倒引当金繰入額 13,184 10,000

その他 0 247

営業外費用合計 13,601 10,878

経常損失（△） △210,874 △108,125

特別利益   

投資有価証券売却益 1,385 －

固定資産売却益 3,381 －

貸倒引当金戻入額 － 719

その他 502 －

特別利益合計 5,268 719

特別損失   

固定資産売却損 － 258

固定資産除却損 1,891 －

減損損失 － 3,333

投資有価証券評価損 16,025 10,692

関係会社株式売却損 8,815 －

特別退職金 3,219 －

事務所移転費用 6,127 －

事務所移転費用引当金繰入額 13,560 －

貸倒引当金繰入額 17,500 －

事務所閉鎖損失 － 6,272

その他 － 4,045

特別損失合計 67,139 24,601

税金等調整前四半期純損失（△） △272,745 △132,008

法人税、住民税及び事業税 1,506 1,788

法人税等調整額 △5,496 3,330

法人税等合計 △3,989 5,118

四半期純損失（△） △268,755 △137,126
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,054,710 △356,276

減価償却費 29,167 13,669

減損損失 53,691 3,333

のれん償却額 6,367 3,247

貸倒引当金の増減額（△は減少） 482,299 416

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,186 9,992

事務所移転費用引当金の増減額（△は減少） △3,674 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,190 －

受取利息及び受取配当金 △17,376 △2,814

支払利息 2,320 3,727

株式交付費 1,828 1,141

固定資産売却損益（△は益） △5,592 △27,673

固定資産除却損 14,887 73

投資有価証券評価損益（△は益） 106,824 15,441

投資有価証券売却損益（△は益） △8,498 △13,996

関係会社株式売却損益（△は益） △460,165 －

新株予約権戻入益 △696 －

たな卸資産廃棄損 11,956 －

たな卸資産評価損 117,977 －

特別退職金 3,219 －

移転費用 6,127 －

支払手数料 46,438 24,779

事務所閉鎖損失 － 6,272

その他の特別損益（△は益） － 7,605

売上債権の増減額（△は増加） 100,067 77,887

たな卸資産の増減額（△は増加） 13,019 15,851

仕入債務の増減額（△は減少） △51,502 △2,787

その他 40,431 △11,993

小計 △560,595 △232,101

利息及び配当金の受取額 1,165 333

利息の支払額 △1,900 △1,900

法人税等の支払額 △19,648 △13,441

法人税等の還付額 585 167

特別退職金の支払額 △3,219 －

移転費用の支払額 △6,127 －

その他 － △4,616

営業活動によるキャッシュ・フロー △589,739 △251,558
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の売却による収入 51,630 18,000

子会社株式の取得による支出 △1,590 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

49,897 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△21,473 －

有形固定資産の売却による収入 1,294 39

有形固定資産の取得による支出 △8,448 △12,456

無形固定資産の売却による収入 － 28,571

無形固定資産の取得による支出 △979 △4,700

貸付金の回収による収入 211,000 －

貸付けによる支出 △231,000 －

敷金及び保証金の回収による収入 57,187 43,677

敷金及び保証金の差入による支出 △24,460 －

その他 △2,077 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 80,980 73,131

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 95,000 －

長期借入金の返済による支出 △27,531 △48,680

株式の発行による収入 126,565 234,174

財務活動によるキャッシュ・フロー 194,034 185,494

現金及び現金同等物に係る換算差額 △640 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △315,365 7,067

現金及び現金同等物の期首残高 431,924 70,403

現金及び現金同等物の四半期末残高 116,558 77,470
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当社グループは、前連結会計年度において738百万円、当第３四半期連結累計期間において347百万円の大幅な営業

損失を計上し、また当第３四半期連結累計期間の営業キャッシュ・フローも251百万円のマイナスとなっていることか

ら、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

当社グループは当該状況を解消するため、当社グループ各社の事業について現状及び今後の可能性を吟味し、キャ

ッシュ・フローの改善を最優先課題として、黒字体質に向けた収益構造の大規模な転換に取り組むために、徹底した

コスト削減により、企業収益が確保できる効率的な体制の構築と改善の実施が必要不可欠であると判断し、当社グル

ープ戦略の再構築を進めてまいりました。 

具体的には、経営合理化の実施による札幌支社の閉鎖により月額約１百万円の地代家賃等の削減を、経営合理化の

実施による人件費の圧縮により月額約17百万円の削減を、経営合理化の実施による外注及び顧問等の削減並びにその

他経費の圧縮により月額約４百万円の削減を行う等、収益確保に向けた徹底したコスト削減を行っております。 

また、平成22年７月14日に50百万円の借入れを実行しました。今後、第三者割当増資も進めることにより、キャッ

シュ・フローの改善を図ってまいります。 

併せて、組織構造の転換にも積極的に取り組んでおり、業務執行に対する責任と権限を持つ執行役員制度を導入す

ることにより、経営の意思決定及び執行監督機能と、業務執行責任を明確にすることにより、事業構造の再構築を図

っており、併せて営業力の強化による安定的な売上高を確保することによって、全社をあげての黒字体質への転換を

目指してまいります。 

しかし、これらの対応策のうち、安定的な売上高の確保は外部環境要因に依存する部分も大きく、第三者割当増資

による資金調達も実行までは時間を要すること、また、第三者割当増資による資金調達が延期や中止となった場合に

は手許流動性はさらに悪化いたしますので、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響を四半期連結財務

諸表には反映しておりません。 

  

  

前第３四半期連結会計期間（自平成21年３月１日 至平成21年５月31日） 

当第３四半期連結会計期間（自平成22年３月１日 至平成22年５月31日） 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  

システムソ
リューショ
ン事業 
（千円） 

プロダクツ
事業 
（千円） 

コンサルテ
ィング事業 
（千円） 

 
サービス事業
（千円） 

  
計 

（千円） 

消去又 
は全社 
（千円） 

  
連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対す
る売上高  213,952  3,263  2,225 111,616  331,057  －  331,057

(2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 850  －  － 100  950  △950  －

計  214,802  3,263  2,225 111,716  332,007  △950  331,057

営業利益又は営

業損失（△） 
 32,329  1,984  191 △53,588  △19,082  △185,975  △205,058

  

システムソ
リューショ
ン事業 
（千円） 

プロダクツ
事業 
（千円） 

コンサルテ
ィング事業 
（千円） 

 
サービス事業
（千円） 

  
計 

（千円） 

消去又 
は全社 
（千円） 

  
連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対す
る売上高  140,148  4,537  300 3,571  148,557       148,557

(2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 －  －  － －  －  －  －

計  140,148  4,537  300 3,571  148,557  －  148,557

営業利益又は営

業損失（△） 
 22,157  441  △1,058 △1,401  20,139  △117,907  △97,768
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前第３四半期連結累計期間（自平成20年９月１日 至平成21年５月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成22年５月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業の区分は、内部管理上採用している区分に基づき、市場及び事業形態を考慮して決定しております。 

２．各区分に属する主な事業内容 

   

  

システムソ
リューショ
ン事業 
（千円） 

  
プロダクツ 
事業 
（千円） 

コンサルテ
ィング事業 
（千円） 

 
サービス事業
（千円） 

  
計 

（千円） 

消去又 
は全社 
（千円） 

  
連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対す
る売上高  844,267  63,736  19,770 369,297  1,297,071  －  1,297,071

(2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 5,950  －  － 300  6,250  △6,250  －

計  850,217  63,736  19,770 369,597  1,303,321  △6,250  1,297,071

営業利益又は営

業損失（△） 
 126,377  △52,441  4,348 △184,422  △106,136  △578,595  △684,732

  

システムソ
リューショ
ン事業 
（千円） 

  
プロダクツ 
事業 
（千円） 

コンサルテ
ィング事業 
（千円） 

 
サービス事業
（千円） 

  
計 

（千円） 

消去又 
は全社 
（千円） 

  
連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対す
る売上高  449,990  57,503  14,570 31,585  553,648       553,648

(2）セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 －  －  － －  －  －  －

計  449,990  57,503  14,570 31,585  553,648  －  553,648

営業利益又は営

業損失（△） 
 78,534  △2,531  3,703 3,790  83,497  △431,298  △347,800

事業区分 事業内容 

システムソリューション事業 
主に携帯電話を利用したサービスを実現するためのシステ

ム開発、サーバ構築、運用等 

プロダクツ事業 

当社グループが蓄積してきたノウハウを、ツール（開発を

容易にするユーティリティ・ソフト）やライブラリ（プロ

グラムの集合体）、エンジン（特定の処理を行う際の中心

機能）といったソフトウエア、プロダクツとして提供する

事業及び、ハードウエアの設計、開発、販売等 

コンサルティング事業 

移動体通信キャリア、端末メーカー、携帯電話向けのサー

ビス展開を検討している企業向けのコンサルティング及び

システム開発等 

サービス事業 
エンドユーザーに向けて直接通信サービスを提供、携帯電

話向けソフトウェアの検証請負等 
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前第３四半期連結累計期間（自平成20年９月１日 至平成21年５月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成21年９月１日 至平成22年５月31日）において、本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計額に

占める割合が90%超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

  

前第３四半期連結累計期間（自平成20年９月１日 至平成21年５月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自平成21年９月１日 至平成22年５月31日）において、海外売上高は連結売上高の10%未満であるため、海

外売上高の記載を省略しております。 

  

  

 当社は、平成21年12月25日付で、カムレード匿名組合（営業者冨髙英雄）から第三者割当増資の払込みを受け

ました。この結果、第２四半期連結会計期間において資本金が119,998千円、資本準備金が119,998千円増加し、

当第３四半期連結会計期間末において資本金が3,486,703千円、資本準備金が3,752,528千円となっております。

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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